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解説

★★★★ （1）

★★★ （2） 化学反応式はしっかりと覚えよう！

★★★ （3）

★★★ （4）

★★★★ （5）

★★★ （6） 銅＋酸素＝酸化銅となるので、酸素を求めるためには、酸化銅（Y）－銅（X）を計算するとよい。
★★★ （7） 銅：酸化銅＝4：5＝3.6：ｘなので、これを解いてｘ＝4.5ｇとなる。

★★★★ （8）

★★ （9）

解説

★ （1） 物質が酸素と化合することを「酸化」という。
★★★ （2） 化学反応式はしっかりと覚えよう！
★★★ （3） マグネシウムの質量が増えるほどそれに比例して化合する酸素の質量も増える（ア）。

★★★ （4）

★★★ （5） Mg：MgO＝3：5＝ｘ：1.2、ｘ＝0.72ｇとなる。

★★★★ （6）

★★★★★ （7）

4.8ｇから加熱後7.0ｇとなるから、付加する酸素は7.0－4.8＝2.2ｇとなる。2.2ｇの酸素と反応するマグ
ネシウムｙｇは、3：2＝ｙ：2.2、ｙ＝3.3ｇとなる。マグネシウム4.8ｇのうち酸化されたのは、3.3÷4.8×
100≒68.7≒69％となる。

実験からCu：O＝4：1となり、Mg：O＝3：2となる。銅と化合する酸素の比をマグネシウムに化合する酸
素の比に合わせると、Cu：O＝8：2となるので、同じ質量の酸素と反応する銅とマグマグネシウムとの
質量比は8：3となる。

銅粉をステンレス皿に均等に広げた理由は「空気にふれやすくするため」である。空気とふれやすくす
ることで、銅が空気中の酸素と反応しやすくなる。

花子以外の生徒は加熱前（銅）：加熱後（酸化銅）の割合が4：5となっているが、花子だけ異なる結果
となっている。

太朗の実験結果をみると、加熱前（銅）0.4ｇに対して、加熱後（酸化銅）は0.5ｇとなっていることから、酸
素は0.1ｇ付加したことがわかる。よって、銅：酸素＝4：1の比で反応する。
銅：酸化銅は4：5の割合なので遼太郎が用意した銅粉をｘｇとおくと、銅：酸化銅＝4：5＝ｘ：4.5となり、
これをとくとｘ＝3.6ｇとなる。

銅4.5ｇから酸化銅5.3ｇになっているので、付加した酸素は5.3－4.5＝0.8ｇとなる。0.8ｇの酸素が付加
するためにはｘｇの銅が必要とすると、銅：酸素＝4：1＝ｘ：0.8、ｘ＝3.2ｇ　銅は3.2ｇあるので不純物は
4.5－3.2＝1.3ｇとなる。

一般に、化学変化の前後では、その変化に関係している物質全体の質量は変わらなという法則を「質
量保存の法則」という。

Mg：O＝3：2＝1.5：ｘ、ｘ＝1となる。問題は1.50ｇと有効数字3けたになっているので、答えも1.00ｇと合
わせる。

目標時間

30分3.化学変化と物質の質量

単元1 物質のすがた

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい

（6）

Y－X

（7）

　　　4.5　　　ｇ

（8）

　　　1.3　　　ｇ

（9）

質量保存の法則

（3）

花子

（4）

銅：酸素＝　　4　　　：　　1

（5）

　　　3.6　　　　ｇ

（1）

空気にふれやすくするため。

（2）

2Cu＋O2→2CuO

1

2 （3）

（5）

　　0.72　　ｇ

（6）

69%

（7）

銅：マグネシウム＝　8　：　3

（1）

酸化

（2）

2Mg＋O2→2MgO ア

（4）

　　　　1.00　　　ｇ
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